
議題２ 新ビジョン骨子（案）の検討について
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神奈川県内広域水道企業団
第2回新ビジョン検討委員会議題２ 新ビジョン骨子（案）の検討について

① 構成団体浄水場廃止等を見据えた企業団浄水場と管路等の整備

１．水道システムの最適化に向けた施設整備と運用
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➡神奈川県内水道事業検討委員会報告書に示された再構築イメージ
※廃止された浄水場を別途反映



神奈川県内広域水道企業団
第2回新ビジョン検討委員会議題２ 新ビジョン骨子（案）の検討について

１．水道システムの最適化に向けた施設整備と運用

② 水道水供給の更なる効率化・安定化を目指した水源の確保
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飯泉取水を
通常より増量

水需要見合いで水利
権が減らされると、
この運用は厳しい

水質不安定・工事

通常時は河川水質・工事状況等に合わせて、
２水系を選択的に利用

災害・事故時は構成団体取水地点の利用など

エネルギー効率のよい社家取水を積極活用 飯泉を大きく増量し、水処理効率・安定性を確保

水道水供給の更なる効率性・安定性の向上を目指し
柔軟な河川水利用に向けた水利権の在り方について
構成団体・河川管理者等と継続的に協議・検討する

災害・事故時 現 状

将来の方向性
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神奈川県内広域水道企業団
第2回新ビジョン検討委員会

③ より安全で良質な水道水を送り続けるための管理値による水質評価の活用

議題２ 新ビジョン骨子（案）の検討について

④ 県内水道水の品質管理水準の向上に向けた広域水質管理センターの更なる活用

「県内水道事業検討委員会報告書」の基本方針にある
『水道水の品質管理水準の向上』に向けて、広域水質
管理センターの更なる活用方法を構成団体とともに検
討します。

１．水道システム最適化に向けた施設整備と運用

５事業者と水質検査施設と浄水施設
配置状況

広域水質管理センターの水源業務エリア

【新ビジョンにおける方向性】
〇独自目標値の「年間達成率評価」を止め、「浄水処理の管理値」として活用

〇管理値は現状の浄水処理で概ね100%達成可能なレベル（検討中）
（例；総トリハロメタンの目標値⇒クラスⅡ最大値0.020）

【構成団体】浄水場出口等で独自の管理値・活性炭注入基準を設定し、
水質管理を強化

【現行ビジョン】
〇水質8項目について、2つの独自目標値（クラスⅠ・クラスⅡ）を設定し、

年間達成率で目標達成を評価

地点 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

吉沢 0.014 0.011 0.016 0.024 0.023 0.014 0.007 0.006 0.006 0.005 0.007 0.008

有馬 0.012 0.013 0.016 0.021 0.025 0.017 0.012 0.010 0.010 0.006 0.010 0.009

淵野辺 0.006 0.006 0.007 0.010 0.012 0.009 0.006 0.004 0.004 0.001 0.004 0.005

上和田 0.008 0.010 0.017 0.014 0.017 0.016 0.012 0.009 0.005 0.005 0.004 0.007

上鶴間 0.006 0.009 0.014 0.012 0.018 0.013 0.008 0.006 0.004 0.003 0.003 0.006

西谷 0.012 0.010 0.012 0.016 0.018 0.013 0.007 0.006 0.005 0.004 0.005 0.008

川井 0.008 0.008 0.012 0.010 0.014 0.012 0.008 0.008 0.006 0.004 0.004 0.007

恩田 0.007 0.008 0.014 0.011 0.015 0.012 0.005 0.008 0.006 0.004 0.004 0.006

鷺沼 0.006 0.006 0.007 0.009 0.011 0.008 0.004 0.004 0.003 0.002 0.003 0.004

末吉 0.010 0.007 0.008 0.013 0.014 0.010 0.006 0.005 0.005 0.004 0.004 0.006

上今泉 0.010 0.006 0.008 0.010 0.011 0.009 0.006 0.006 0.003 0.003 0.002 0.005

稲荷 0.008 0.008 0.012 0.012 0.013 0.012 0.008 0.008 0.005 0.004 0.004 0.006

久木 0.012 0.008 0.009 0.015 0.016 0.009 0.005 0.007 0.006 0.004 0.004 0.005

大和 0.009 0.008 0.008 0.012 0.012 0.012 0.008 0.008 0.006 0.004 0.004 0.005

金沢 0.009 0.008 0.012 0.011 0.011 0.011 0.007 0.008 0.006 0.004 0.003 0.005

港南台 0.011 0.009 0.014 0.013 0.013 0.015 0.007 0.008 0.007 0.004 0.004 0.006

太田和 0.012 0.010 0.009 0.018 0.020 0.012 0.007 0.008 0.007 0.006 0.006 0.005

〇
142

×
62

年間達成率の向上
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神奈川県内広域水道企業団
第2回新ビジョン検討委員会

２．施設の健全性を保つための点検と計画的な更新・修繕

議題２ 新ビジョン骨子（案）の検討について

① 施設管理システムを活用した効率的な点検と優先度を考慮した更新修繕

施設管理システムの導入による効率的な点検作業の実施

帳票自動作成
履歴機能による分析

設備名

機
能
評
価

年数超過 劣化度

原因
修
繕

更
新
改
良

修
繕

更
新
改
良

沈でん池フラッ
シュミキサー1号 0 0 0 0 0

沈でん池フラッ
シュミキサー2号 3 0 1 3 4 振動

冷却水ポンプ1号 5 1 2 6 7 異音

劣化度判断

アセットマネジメント
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５

１

重要度・劣化度の高い設備は、
事業の実施年度を前倒し

修繕工事と更新改良工事の状況

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

２

３
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５

１

１

５

費
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神奈川県内広域水道企業団
第2回新ビジョン検討委員会

２．施設の健全性を保つための点検と計画的な更新・修繕

② 水道施設を停止せずに部分的な更新・修繕を可能にするための施設改良

議題２ 新ビジョン骨子（案）の検討について

① ： 隔壁による分割（池内の清掃・修繕等が可能に）
② ： 連絡管の新設（①を前提に、ポンプ２台を利用できる状態を確保）
③ ： バイパス管の新設（ルート切替えにより流量計の修繕・更新が可能に）
④ ： 独立した配管ルートの整備（①を前提に、1BLK単位の停止が可能に）

対
応
策
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神奈川県内広域水道企業団
第2回新ビジョン検討委員会議題２ 新ビジョン骨子（案）の検討について

③ 優先度を踏まえた計画的な管路の更新及び送水連絡管の整備

２．施設の健全性を保つための点検と計画的な更新・修繕
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管路整備の優先度

１位 耐震性に脆弱性が懸念される導水管

２位 冗長性・経済性の高いバックアップ管

３位 更新基準年数が６０年の管路

４位 更新基準年数が８０年の管路

５位 更新基準年数が１００年の管路
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第１期計画（案）

【２０年間】

第２期計画（仮）

【２０年間】

第３期計画（仮）

【２０年間】

第４期計画（仮） 第５期計画（仮）

【概ね２０年間】 【概ね２０年間】

約４３km 約３１km 約４６km 約１０９km
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神奈川県内広域水道企業団
第2回新ビジョン検討委員会

３．自然災害や多様なリスクへの対応強化

① 自然災害・停電・テロなど多様なリスクへの対応力強化

議題２ 新ビジョン骨子（案）の検討について

ドローンテロ

サイバーテロ

洪水・浸水

火山の噴火

浸水の防止

沈澱池・ろ過池等の覆蓋化

情報セキュリティの強化

地震 耐震化

対応力の強化様々なリスク

基幹施設の耐震化継続（～R5)

排水処理施設等の耐震化検討

取水管理事務所（飯泉・社家）の
浸水対策の検討・実施

降灰等に伴う水道施設への影響評
価業務委託実施（H25）

個別外部監査（H30）意見事項

一部覆蓋の実施（H22~H25)

職員教育の強化

覆蓋増設等対応策の検討

個別外部監査（H30）意見事項

時代に合わせた情報セキュリティ
の確保
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神奈川県内広域水道企業団
第2回新ビジョン検討委員会議題２ 新ビジョン骨子（案）の検討について

② 多様な原水水質に対応できる浄水処理方法の検討

現状の対応多様な原水水質（例）

降雨水質悪化
・濁度上昇
・アルカリ度低下
・塩素消費物増加

既存の凝集剤調整
・凝集不良の回避

検討する処理方法（案）

新たな水処理薬品
・高塩基度パック
・アルカリ剤

など
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1時間あたり降水量30mm以上の降雨日数（小田原）
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30mm≦N＜50mm

粉末活性炭
・低残塩事故回避
・副生成物の低減

カビ臭物質増加
・河床藻類由来
・ダム放流による増

粉末活性炭
・濃度に応じた

注入率変更

粒状活性炭
など

台風・ゲリラ豪雨等による原水水質悪化 渇水等による原水水質悪化（ｶﾋﾞ臭）
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出水が少ない

年度

カビ臭濃度が

上昇

従来パック高塩基パック

３．自然災害や多様なリスクへの対応強化
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神奈川県内広域水道企業団
第2回新ビジョン検討委員会

① 経営改善に向けた経営姿勢の堅持

○ 将来的にも健全経営を維持するため、これまでの経営姿勢を堅持します。

議題２ 新ビジョン骨子（案）の検討について

○ 組織のスリム化
H16：３部１７課５６係 ➪ H23：２部１２課３４係

○ 職員数の計画目標と人件費の削減
H16： ４５９名 ➪ H26： ３１２名

○ 更新投資のコスト縮減を図るための見直し

経営改革プラン
（平成１７～２６年度）

○ 既存業務見直し、効率的な執行体制の確立
経営改革の基本方針

（平成２８年度～）

○ 業務効率化のさらなる推進
既存業務の整理・委託化、DBM等の契約手法の導入ほか

○ 官民連携やアセットマネジメントの推進

新ビジョン
実施計画

（令和３年度～）

経営姿勢の堅持

経営姿勢の堅持

４．計画的な投資を支える財政運営

建設型 維持管理型
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議題２ 新ビジョン骨子（案）の検討について

現 行
（H28～R２年度）

今後の考え方

工 事
事業費

内 容
老朽化、耐震化、災害、
危機管理

左記に、県内水道システム
の再構築と管路整備が追加

見通す
期 間

当面５年程度
○ ２０年～３０年先
○ 公表：１０年

料金の算定
5年間に必要な運転資金
の確保をベースに算定

将来的にも収支均衡を図る
ベースに算定

工事費に対する
企業債の充当率

６５％（注）
将来の元利償還金負担を見
定めて対応

アセットマネジメント － 実施

○ 企業団の主な修繕工事の周期
運転実績、劣化診断による修繕周期の延長

○ 管路更新基準年数(ダクタイル鋳鉄管、鋼管）

学識者、水道事業体、民間等への調査に基づ

く、更新年数の延長

【長寿命化の取り組み】

＊法定耐用年数は40年

【今後の財政運営の考え方】

(注) 企業債の充当率は、段階的に50％まで引下げていたが、構成団体受水費
負担の軽減と必要資金の確保の両面から65％への引き上げを実施した。

【アセットマネジメントのイメージ】

※ 出典 平成30年12月 総務省「水道財政のあり方に関する研究会」報告書

神奈川県内広域水道企業団
第2回新ビジョン検討委員会

② アセットマネジメントの実践による計画的な投資と収支の均衡
④ 中長期的視点に立った料金のあり方の検討

４．計画的な投資を支える財政運営

11



神奈川県内広域水道企業団
第2回新ビジョン検討委員会

③ 将来負担を見据えた企業債の発行と事業推進に必要な補助金の獲得

○ 元金償還を着実に進め、企業債残高が他団体と同水準となるよう適正管理
○ 大規模更新需要に対し、将来世代へ過度な負担とならないよう発行抑制

議題２ 新ビジョン骨子（案）の検討について
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90 
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333 
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企業団 神奈川県 横浜市 川崎市 横須賀市大阪広域

水道企業

団

阪神水道

企業団

北千葉広

域水道企

業団

（単位：億円）

企業債
残高

料金
収入

約3.4倍

約2.4倍

構成団体
(末端給水事業）

類似団体
(用水供給事業）

料金収入に対する企業債残高の割合（平成29年度決算）

※ 総務省経営比較分析表（平成２９年度決算）による

４．計画的な投資を支える財政運営

約2.4倍

約2.5倍

約2.1倍

約2.9倍

約2.9倍

約2.9倍

12

○ 財源の確保に向け、日本水道協会、水道企業団協議会、大規模用水供給事業管理者会議等関係団体
と連携し、再構築や管路更新への補助制度の新設や緩和などを国へ要望

958 

737 

416 
518 

344 
255 255 

205 186 176 218 

50 130 169 199 

432 

76 

25 

300 457 

35 
35 

240 

52 

70 

215 
250 

160 

248 

200 

1,034 

762 

416 

518 

644 

712 

555 

620 

755 

675 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

補正（交付金）

補正（補助金）

当初（交付金）

当初（補助金）

（億円）

厚生労働省水道施設整備費予算の推移

920

◎補正予算や交付金による増額



神奈川県内広域水道企業団
第2回新ビジョン検討委員会

５．事業を支える職員の確保と組織体制の強化

① 事業推進に必要な職員の継続的な確保

議題２ 新ビジョン骨子（案）の検討について

[事務職] [技術職]

② 専門的技術をもち多様な課題に自発的に行動できる人
材の育成

③ 業務効率を高めるための職場環境の整備と業務管理体
制の強化

（平成30年度時点）

企
業
団
職
員
の
年
齢
構
成

・採用広報の強化
・通年採用
・専門職採用
・職種によらない採用
・工業高校との連携

事業推進に必要な
職員の継続的確保

AIやIoT
技術活用

ISOによる
業務改善

サテライト
オフィス

タブレットに
よる情報共有

？！

職域に縛られずに多様な業務に取り組み、
災害・事故時においても自発的かつ迅速に行動できる職員

技術力・自発的行動力・課題解決力の育成

若手世代の不足

大規模投資への人的リソース集中配置の検討

検討課題

♪
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① 良質な水道原水の確保に向けた健全な水循環の維持・回復への貢献

６．水道水の源である自然環境保全への貢献

水源

やどりき水源林のつどい

議題２ 新ビジョン骨子（案）の検討について
神奈川県内広域水道企業団
第2回新ビジョン検討委員会

企業団の水源は県西部に広がっている。
良質な水道原水を確保するためには水源環境
の保全が必要である。

水源や水源の森林づくりの重要性について理解を
深めるイベント

三保ダム

飯泉取水堰

宮ヶ瀬ダム

取水堰

取水堰

相模大堰
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神奈川県内広域水道企業団
第2回新ビジョン検討委員会議題２ 新ビジョン骨子（案）の検討について

② 再生可能エネルギーの導入等による地球温暖化対策への貢献

自然エネルギーの活用状況
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500,000
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1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

H25 H26 H27 H28 H29

企業団全体の自然エネルギー発電量とCO2排出削減量

小水力発電量

太陽光発電量

CO2排出削減量

発
電
量

（t）

６．水道水の源である自然環境保全への貢献

（kWh)

CO₂
排
出
削
減
量

項目 単位 H25 H26 H27 H28 H29

太陽光発電量 kWh 243,908 354,993 393,045 387,211 401,751

小水力発電量 kWh 1,897,960 2,181,810 2,131,120 1,992,840 2,108,320

自然エネルギー発電量合計 kWh 2,141,868 2,536,803 2,524,165 2,380,051 2,510,071

CO2排出削減量 t 870 1,322 1,252 1,169 1,190
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神奈川県内広域水道企業団
第2回新ビジョン検討委員会議題２ 新ビジョン骨子（案）の検討について

① 民間企業が持つ技術の活用に向けた官民連携の推進

７．理解・協力を得るための情報提供と多様な関係者との連携

共同研究業務効率化

企業団のプラントを利用した
新たな水処理技術の研究

官民連携

管路更新におけるDB方式の導入

様々な契約手法の利用
（プロポーザル方式、総合評価方式）

将来の業務効率化手法（AI
等）の導入に向けた研究

既存業務（庶務業務等）の包括委託 新たな施工､点検方法企業団のメリット
・業務効率向上
・財政支出の削減
・マンパワーの補完
・技術の吸収

民間のメリット
・事業機会の拡大
・社会的信用の向上
・総合的な水道技術の
向上
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神奈川県内広域水道企業団
第2回新ビジョン検討委員会議題２ 新ビジョン骨子（案）の検討について

７．理解・協力を得るための情報提供と多様な関係者との連携

５水道事業者の連携による
安定的な水道水の供給と
その中での企業団の役割

・企業団業務への使命感
・解決すべき課題

・課題解決に向けたアイデア

県民
市民

民間
企業

研究
機関

国内
事業体

国外
事業体

情報提供 事業への
理解の向上

技術情報の共有情報の提供と共有

様々な課題を解決するために
関係を構築する

みずきフェスタみずき便り

新技術の研究と共有協力関係の構築

企業団への
理解・信頼

安全・良質な水の
供給の継続

17

② 水道事業に関する課題解決に向けた国内外の事業体等との連携・協力
③ 県民・市民や多様な関係者に向けた情報発信による企業団事業への理解促進


